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 夏休み子ども講座報告 

＊参加者全員に参加賞があります＊ 

😊 

 望遠鏡でのぞこう！ 
↓夏の大三角と星空たんけん 

↑ヴェネチアンガラスでつくる 
夏のアクセサリー 

↓夏祭りには浴衣を着よう

↑ペットボトルの 
キャップで遊ぼう 
アンブレラマーカー作り 

 バスで行こう！ 
↓核融合科学研究所 

↑どれだけ飛ぶかは 
工夫次第！ 
傘袋ロケット作り 



図書館だより No. 429 【９月の休館日】

可児市立図書館　桜ケ丘分館 7・14・21・28(月)・25(金)

Tel・Fax（0574）64-3473　https://www.kani-lib.jp/

【一般書】 ちびっこかにっ子タイム

昭文社 9月16・30日(水)午前１１時～

薩摩宗治／著 東洋経済新報社 桜ケ丘児童センター

中間隼人／著 あさ出版 　かにっ子タイム

砂原浩太朗／著 光文社 　毎週土曜日

東川篤哉／著 東京創元社 ５・１２・１９・２６日

【児童書・絵本】 午前10時30分～

乾栄里子／文
ひさかた
チャイルド 　桜ケ丘分館内 絵本コーナー

長田真作／作 絵本館

【児童書・読み物】

irorico／まんが Gakken

斉藤洋／作 講談社

『税務署員うつうつ日記』 大蔵主税／著 三五館シンシャ

『小さな故意の物語』 東野圭吾／[著] 講談社

『王国』 湊かなえ／著 マガジンハウス

『花咲けじいさん』 武田鉄矢／著 双葉社

『1日でできる!あそべるひらめく実験・研究』 日本科学未来館／監修 KADOKAWA

TRC MARC より

　77歳・武田鉄矢が、これまで出会った本の中から「老い」について考えさせられる本をピックアップして紹
介。独自の解釈やエピソードを交え、老いを受け入れながら笑って生きるためのヒントを綴る。

　どうしたら紙飛行機を遠くまで飛ばせる? どんなものが水にうくのかな? 自由研究のテーマ決めからまとめ方ま
でを7つのステップでわかりやすく解説したうえで、小学生からできる研究のアイデアを多数紹介する。

『みんみんみーん』

『ゆるゆる地球図鑑』

『なつのおばけずかん』
【どうわがいっぱい　163】

　悲哀に満ちて人間臭く、時に滑稽な税務署の世界…。激務でうつ病を発症し休職を経験しながら30年超に及ぶ
税務署員人生を送ってきた著者が、現役だから語れる現場の空気、日々の業務の手触り、感情を忖度なく綴る。

　メガヒット直前に執筆した知られざる傑作、デビュー直後に編集者から依頼された若き日の1編…。東野圭吾の
おすすめ短編「冷たい灼熱」「しのぶセンセの推理」「小さな故意の物語」を収録する。

　生まれ故郷の海を愛する母と、国際協力事業団で海を守る仕事に就く父を見て育った浜崎朔也。海洋学部で学び
旅行代理店を経て、満を持してウェルネス・ツーリズムの会社「海の王国」を興すが…。『anan』連載を単行本
化。

『アイスクリーム!にゅうにゅうさん』

『城崎・天橋立　'27』

『疲れはあごが9割』

『どうぶつ法律相談所』

『小石川養生所青春譜』

『夜の喜劇』

あたらしくはいった本

お す す め 本

おはなし会
よみきかせ・かみしばいなど


